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Top News 【施設形態】 施設一体型小中一貫校について 

小中一貫校の施設形態は、「施設一体型」「施設隣接型」「施設分離型」の３種類があります。学校再編を通

して、児童生徒の日常的な異学年交流や多様な価値観に触れる機会をより充実させるためには、最も有効な施設

形態を選択する必要があることは言うまでもありません。本市では令和２年度より小中一貫教育を、各中学校ブ

ロック毎に施設分離型で実施しており、取組を通して一定の効果がみられています。しかし、小学校と中学校が

離れていることで、児童生徒による異学年交流の実施や教職員における研修等の円滑かつ効率的な実施におい

て、移動時間や打合せ時間の確保といった推進面での課題が発生しています。そこで、本市ではこれらの課題を

解決し、小中一貫教育の推進に最も有効な施設形態である「施設一体型小中一貫校」を基本としています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

令和８年４月より本市初の小中一貫校である、多度学園が開校し数か月が経過しました。夏休みが終了し、校

舎には元気なたくさんの子どもたちの声が響き渡っています。多度学園では、より良い学校づくりを目指すため

に、１学期末に「児童生徒・保護者アンケート」を実施しました。初めての１学期を過ごした子どもたちからの

率直な意見や感想、保護者の皆様からの貴重なご意見を多度学園の HP上で公開していますので、よろしければご

確認ください。 

URL：https://kuwana.schoolweb.ne.jp/24050037/download/document/18535387?tm=20260827135435 

https://kuwana.schoolweb.ne.jp/24050037/download/document/18535391?tm=20260827140423 

 

多度学園について～児童生徒・保護者アンケートの結果～ Spotlight 

Feature Story 

 

【校種】義務教育学校について 

施設一体型小中一貫校の校種には、「義務教育学校」と「小中一貫型小学校・中学校」の２種類がありま

す。施設一体型の義務教育学校は小学校から中学校までの９年間の教育課程を一貫して行う学校で、小学校と

中学校の区切りを無くし、義務教育９年間の学習をトータルで考えられる仕組みです。義務教育学校では、１

人の校長の下、小学校、中学校の教職員が一つの組織として構成され、義務教育９年間の学校教育目標を共有

し、系統性を確保した教育課程を編成・実施することが可能です。そのため、義務教育学校では発達段階に合

わせた学年の区切りを従来の６－３だけではなく、５－４や４－３－２といった、子どもの成長に合わせた弾

力的なまとまりに設定することが可能となります。組織が一つであることから、教職員間で子どもたちの情報

交換が日常的に行われ、個に応じた継続的な関わりが期待できます。校種が義務教育学校に変わったとして

も、教育の質や子どもたちの学習内容に変更があるわけではありません。義務教育学校を基本として進めてい

くことが、本市が目指す小中一貫教育を推進していく上で最も適切であると考え、施設一体型小中一貫校の校

種は「義務教育学校」を基本とします。 

https://kuwana.schoolweb.ne.jp/24050037/download/document/18535387?tm=20260827135435
https://kuwana.schoolweb.ne.jp/24050037/download/document/18535391?tm=20260827140423

